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福 井 市 



まえがき 

 

 今日、ボーリング調査は、土木分野における地盤調査の代表的な方法の一つであ

る。しかしながらボーリング調査の最も重要な成果品である柱状図は、調査業者が

独自の様式を用いていたため、記載事項、内容とも各社それぞれまちまちであった。

そのため、同一調査場所内あるいは近隣の調査場所での調査結果を用いて総合解析

を行い、地質平面図、断面図等を作成し地盤の評価を行うとき、データの脱落や記

載基準、内容の不統一等で不都合を生じることがある。このようなことから、調査

情報を統一的な形で組織的に入手することが極めて重要であると考える。 

 以上の点をふまえ、統一的な柱状図を作成し記入要領と合せて「福井市ボーリン

グ柱状図作成要領(案)」を定める。ボーリング調査の方法は、地盤の性質と構造物

等の工種・工法によって異なるが、柱状図様式は一般的に行われているように、岩

盤用と土質用との２つに分けて作成することにした。 

なお、この柱状図は標準的なものであり特殊な試験・調査の場合には、目的に合

致した柱状図を作成するものとする。 

 また、様式内容は、紙面の大きさからの制約があるので、既存の柱状図を参考に、

必要最低限の情報をもれなく整理した形で記入できるようにした。 

なお、柱状図は、地盤に関する全ての情報が記入されているものではない。した

がって、地質技術者による地質解析においては、ボーリングコアの観察を含め他の

資料と合せて総合的に行う必要があることは言うまでもない。 

 さらに、ここではもう１つの重要な情報源であるボーリングコアの取り扱い・保

管をする上での採取時のコア処理、コア収納箱の大きさ等についても併せて定めた。 
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１．岩盤ボーリング柱状図 

 主として岩盤に対して行われるボーリング調査において作成する柱状図は図－１に示す

ものを標準とし、その記入要領は次による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 岩盤調査用ボーリング柱状図様式 
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岩盤ボーリング柱状図記入要領 
１．調査名 

調査名を発注業務名にそって記入する。 

２．事業・工事名 

事業・工事名を例えば○○地すべり防止工事、○○ダム基礎岩盤調査のように記入す

る。 

３．ボーリングＮｏ． 

ボーリング№は、地質調査資料整理要領に従って記入する。 

４．ボーリング名 

ボーリング名を調査現場における一連番号等によって例えば下記のように系統的に記

入する。 

   Ｂ－１、Ｂ－２、……。 

 既に調査実績のある現場については、それまでの記名方法に従う。 

５．調査位置、緯度・経度 

調査位置については、調査現場の地名について福井市○○町、番地を記入する。また、

国土地理院１／25000 地形図より、孔口の緯度・経度を 1 秒単位まで求め記入する。な

お、国土基本図、その他の大縮尺地形図等があればそれをもとに１／10秒単位まで記入

する。 

６．発注機関 

発注機関は、福井市○○部○○課 電話○○○のように記入する。 

７．調査期間 

調査期間は、調査業務の開始から終了までの期日を記入する。 

８．調査業者名 

調査業者名、主任技師、現場代理人、コア鑑定者、ボーリング責任者を記入する。 

９．孔口標高 

孔口標高を測量結果に基づきＴ．Ｐ．で１／100ｍ単位まで記入する。 

10．総掘進長 

総掘進長は、調査対象となるボーリング区間長を１／100ｍ単位まで記入する。 

11．角度 

角度は、鉛直線となす角度を下の例によって記入する。 

        

鉛直下方ボーリング     下方斜めボーリング    上方斜めボーリング 

上 

180°

  0° 

下

90° 

上 

180°

上 

180°

30° 

150° 

90° 90° 

  0° 

下
  0° 

下
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12．方向 

方向については、斜めボーリングのとき記入し、掘進の方向を真北より右回り 360°

方位法で次の例のように示す。 

 

 

 

13．地盤勾配 

地盤勾配は、下方ボーリングのみ記入し、孔口を中心に斜面上下方向各々５ｍ程度の

範囲の平均勾配を下の例のように記入する。 

 

 

   

 

14．使用機種 

使用機種については、試錐機、エンジン、ポンプのメーカー名、型式記号、能力につ

いて記入する。 

15．標尺 

標尺は、孔口を起点に、１ｍごとに記入する。縮尺は１／100を原則とする。 

16．標高 

標高については、19．岩種区分及び22．コア形状の区分境界ごとにその絶対標高を記

入する。斜めボーリングについても絶対標高を求め記入する。 

17．深度 

深度については、岩種区分及びコア形状区分ごとにその孔口からの距離をもとに記入

する。 

18．柱状図 

柱状図については、岩種区分に従って下記を参考に、図模様で記入する。柱状図の末

尾に柱状図及び岩種区分の凡例を付けておく。 

北 

0° 

90°東 西270° 

180° 

南 

230° 

水平 0°

90°

鉛直 

30° 
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（１）火成岩 構成鉱物の形態、岩石組織の特徴的模様、班晶などを図化し記号とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）堆積岩 層理、ラミナなどの堆積模様、構成粒子の粒径などを図化し記号とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）変成岩 変形した組織、構成鉱物の配列状態などを図化し記号とする。 

 

 

 

 

 

 

（４）堆積物 層理、ラミナなどの堆積模様、構成粒子の粒径と形状などを図化して記号とする。 

 

 

 

（５）断層、破砕帯、変質帯 性状をなどを図化して記号とする。（1）～（4）の記号と併用するものと

する。 

 

※点模様は局部的な熱変成を示す。 

（主にダムの地質調査１９７７参考） 
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19．岩種区分 

岩種区分については、下記を参考に区分し、岩種名を記入する。 

表２．１（ａ） 岩石の分類の例（火成岩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表の岩石のほかに、次の火成岩が一般に知られている。 

蛇紋岩 
超塩基性深成岩でかんらん岩やはんれい岩に随伴していることが多い。緑

～暗緑色を呈し、やや軟質で脂肪光沢がある。 

かんらん岩 
超塩基性深成岩で暗緑～黒緑色を呈し、顕晶質である。変質して、白黒の

斑点を生じていることがある。 

黒燿岩 
流紋岩の一種で、全体が無結晶質（ガラス質）である。灰黒～暗黒色を呈

し、貝殻状の断口面を有する。 

変朽安山岩 

（プロピライト） 

安山岩が熱水作用を受けて変質した岩石で、通常暗緑～淡緑色を呈し、黄

鉄鉱の結晶が散在することが多い。 

ペグマタイト 
花崗岩類中に岩脈をなして産する。白～淡色を呈し、完結質で、大きな結

晶の集合からなることが多い。 

アプライト 
花崗岩類中に岩脈をなして産する。白～淡色を呈し、完結質で、微小な結

晶の集合からなることが多い。 

 

無色鉱物

有色鉱物

その他

白っぽい
灰、黄、褐、緑、

青、紫
黒っぽい

2.6(軽い) （比重） (重い）3.2

多い （無色鉱物の量） 少ない

酸性岩 中性岩 塩基性岩

斑状組織 火山岩
流紋岩

（石英粗面岩）
安山岩 玄武岩

半深成岩
石英斑岩
花崗斑岩

ひん岩
粗粒玄武岩
輝緑岩

等粒状組織 深成岩 花崗岩 せん緑岩 はんれい岩

色調など

52%66%

造岩鉱物の組織

造岩鉱物
の組合せ
(％)など

かん
らん岩

輝石角せん石黒雲母

石英

正長石
斜長石

(Caに富む)

(Naに富む)

25

50

75

100
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表２．１（ｂ）（ｃ）岩名の分類の例（堆積岩、変成岩） 

（ｂ）堆積岩の分類 

  運搬方法及び構成物質など 
固結程度 

物質の大きさ 

固結して 

いないもの 

固結して

いるもの 

固結度の

高いもの 

細粒 粘土・シルト 
岩石、シル

ト岩、頁岩 
粘板岩 

砂岩、アルコーズ砂岩 
中粒 砂 

 硬砂岩 

水
成
砕
屑
岩 

水によって運搬堆積された岩石

で、構成材料の粒子の大きさと

固結程度によって分類される。 

粗粒 礫、角礫 礫岩、角礫岩 

細粒 ローム  風
成
岩 

風によって運搬堆積された岩石

で、ローム質のものと砂質のも

のがある。 中粒 砂質風成層  

凝結程度 

組織 

凝結していない

もの 
凝結しているもの 

機
械
的
堆
積
岩 

火
山
砕
屑
岩 

火山爆発に際して噴出した大小

種々の岩片が堆積した岩石で、

堆積岩と火成岩の中間的なもの

である。凝灰岩はその代表的岩

石である。 

粒子小さく一様で

均質（径４㎜以下） 

砂礫混じり斑点状 

 

大礫、岩塊を含む 

（径32㎜以下） 

火山灰 

 

火山灰、火山礫、

軽石 

火山灰、火山礫、

火山岩塊 

凝灰岩、輝緑凝灰岩 

 

火山礫凝灰岩、軽石凝

灰岩、熔結凝灰岩 

凝灰角礫岩、火山角礫

岩 

主成分  

炭酸塩 石灰石、ドロマイト 

珪質（ＳｉＯ２） チャート 

化
学
的
堆
積
岩 

物質が溶解状態ないしはコロイ

ド状態で、水によって運ばれ沈

殿した岩石 

塩類 石こう、岩塩 

化
学
的
・
有
機
的
堆
積
岩 

有
機
的
堆

積
岩 

生物の遺がいが堆積してできた

岩石 

石灰質 

珪質 

炭質 

石灰石 

珪藻土 

泥炭、石炭 

 

（ｃ）変成岩の分類 

岩石名 岩石の組織・構造 原岩 主な変成鉱物 

泥質ホルンフェイス 
ち密で硬く、斑点状に変成鉱物を

含むものがある 
泥岩 

黒雲母  白雲母 

紅柱石  きん青石 

長石 

結晶質石灰岩 
方解石がモザイク状に組み合わさ

っている 
石灰岩 方解石  けい灰石 

熱
変
成
岩 

珪質ホルンフェイス 
石英がモザイク状に組み合わさっ

ている 

砂岩 

チャート 
石英   雲母 

千板岩 片状で、一方向にはげやすい 泥岩 石墨   絹雲母 

結晶片岩 
片状で、造岩鉱物の配列に方向性

がある 

緑泥石  らん晶石 

緑れん石 らんせん石 

絹雲母  十字石 

ざくろ石 ひすい 

広
域
変
成
岩 

片麻岩 

しま状で、白黒の部分が並ぶがは

げにくい 

眼球状の模様をなすことがある 

火成岩 

 

堆積岩 黒雲母  白雲母 

けい線石 ざくろ石 

斜長石  正長石 

そ
の
他 

圧砕岩 

（ミロナイト） 

微細に破砕されているが再固結し

ている 
火成岩 

堆積岩 

変成岩 

 

 

20．色調 

（主にボーリングポケットブック８）参照） 
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色調については、明るい自然光の中で、湿潤状態で観察する。表現に用いる色は「黒、

茶、赤、橙、黄、緑、青、紫、灰、白」を基本色とし、基本色以外は基本色の組合せ（原

則として２色）とする。基本色の組合せは主色の前に従色を冠する（例：青緑色…青－

従色、緑－主色）。また、必要に応じて「濃」および「淡」の形容詞をつけるとともに、

黒みを帯びる時は「暗」の形容詞をつける。従色が特に微弱な時は「帯」の形容詞をつ

ける。礫岩などの雑多な色を呈する時は、何色と何色の「雑色」、色が混じっている時

は何色と何色の「斑色」とする。 

21．硬軟 

硬軟については、下表の判定表によって区分し、記号で記入する。 

コア硬軟区分判定表 

記号 硬軟区分 

Ａ 極硬、ハンマで容易に割れない。 

Ｂ 硬、ハンマで金属音。 

Ｃ 中硬、ハンマで容易に割れる。 

Ｄ 軟、ハンマでボロボロに砕ける。 

Ｅ 極軟、まさ状、粘土状。 

 

22．コア形状 

コア形状については、下の判定表によって区分し、記号で記入する。 

コア形状区分判定表 

記号  コア形状 

Ⅰ 
 
長さが50cm以上の棒状コア。 

Ⅱ 
 
長さが50～15cmの棒状コア。 

Ⅲ 
 
長さが15～５cmの棒状～片状のコア。 

Ⅳ 
 

長さが５cm 以下の棒状～片状のコアでかつコアの外周の一部が認め

られるもの。 

Ⅴ 
 
主として角礫状のもの。 

Ⅵ 
 
主として砂状のもの。 

Ⅶ 
 
主として粘土状のもの。 

Ⅷ  コアの採取ができないもの。スライムも含む（記事欄に理由を書く） 

23．割れ目の状態 

割れ目の状態については、下の判定表によって区分し、記号で記入する。 

コア割れ目状態判定表 

記号 割れ目状態区分 

ａ 密着している、あるいは分離しているが割れ目沿いの風化・変質は認められない。 

ｂ 割れ目沿いの風化・変質は認められるが、岩片はほとんど風化・変質していない。 

ｃ 割れ目沿いの岩片に風化・変質が認められ軟質となっている。 

ｄ 割れ目として認識できない角礫状、砂状、粘土状コア 
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24．風化 

風化については、岩種、風化時の環境条件によって風化状況が異なり一律に区分する

ことができないので、現場ごとの状況に応じて下記の例のような区分表を作成して、区

分記号を柱状図に記入する。区分基準に用いた区分表は、柱状図の末尾に付けておく。 

コア風化区分表（花崗岩の例） 

記号 風化の程度 

α 非常に新鮮である。造岩鉱物の変質はまったくない。 

β 新鮮である。有色鉱物の周辺に赤褐色化がある。長石の変質はない。 

γ 弱風化している。有色鉱物の酸化汚染がある。長石の部分的な変質（白色化）がある。 

δ 
風化している。有色鉱物が黄金色あるいは周辺が褐色粘土化している。長石の大部分が変

質している。 

ε 強風化している。石英および一部の長石を除きほとんど変質し原岩組織は失われている。 

 

25．変質 

変質については、変質が認められる場合に記入するものとするが、変質を被った岩種、

変質作用の種類によって、変質状況が著しく異なることが多く一律に区分することはむ

ずかしいので、現場ごとの状況に応じて下記の例のような区分表を作成して、区分記号

を柱状図に記入する。区分基準に用いた区分表は、柱状図の末尾に付けておく。 

変質区分表の例 

記号 変質区分 変質状況 

１ 非変質 肉眼的に変質鉱物の存在が認められないもの。 

２ 弱変質 
原岩組織を完全に残し、変質程度（脱色）が低いもの。あるいは非変質部

の割合が高いもの（肉眼で50％以上） 

３ 中変質 
肉眼で変質が進んでいると判定できるが、原岩組織を明らかに残し、原岩

判定が容易なもの。または非変質部を残すものおよび網状変質部。 

４ 強変質 
構成鉱物。岩片等が変質鉱物で完全置換され、原岩組織を全く～殆ど残さ

ないもの。 

26．記事 

記事については、○○時代△△層等の地質年代的区分、表土、崖錐堆積物、河床砂礫、

段丘堆積物、火山噴出物、泥流堆積物、碁盤岩等の地盤の成因的区分および粒度組成、

堆積構造、捕獲岩、細脈、変質脈、スリッケンサイド、断層、破砕帯、不整合面、急冷

周縁相、空隙等の性状ならびに節理、へき開、片理等の割れ目の種類、性状、みかけの

傾斜（掘進の直交方向となす角度）、頻度、地すべり等のすべり面など柱状図、岩種区

分、色調、硬軟、コア形状等の欄に表現できないものについて記入する。また。急激な

漏水、空洞およびコア採取不能等の掘進作業における特記事項について記入する。 

27．コア採取率 

コア採取率はサンプラー引上げごと、最大コア長、ＲＱＤは１ｍ区間での値をグラフ

に示し、数値を併記する。 

28．岩級区分 

岩級区分については、コアの硬軟、コア形状、割れ目の状態、風化、変質、コア採取

率、最大コア長、ＲＤＱ等の岩盤性状をもとに行うが、分類基準は調査目的によって異
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なるので、それに応じた方法で記入する。なお、個々の工種、工法に対する地盤の工学

的な評価を対象とした区分はある程度調査資料がまとまった後、総合的な岩級区分基準

を作成し、これに基づいて行うことが多い。いずれにしても、区分に用いた岩級区分基

準表を柱状図の末尾に付けておく。 

29．空欄 

空欄については、その他、組織的に区分し記載する事項があればそれについて記入す

る。 

30．孔内水位 

孔内水位については、毎日の作業開始時の孔内水位を記入する。測定月日を併記する。 

31．（   ）試験 

（  ）試験については、ボーリング孔およびコアを利用して行った試験の解析図、

求めた数値を記入する。例えば、ルジオンテストにおけるＰ－Ｑ曲線およびルジオン値、

あるいは標準貫入試験結果等を記入する。 

32．原位置試験 

原位置試験については、31.（  ）試験に示した試験以外のものについて、試験区間

深度および試験名を記入する。 

33．室内試験 

室内試験については岩石物理・力学試験、岩石鉱物分析等の室内試験にコアを利用し

たとき、その試験番号、試験名および区間深度を記入する。 

34．掘進月日 

掘進月日は、日ごとの掘進区間を深度と月日で示す。 

35．掘進速度 

掘進速度は、１掘進ごとの掘進区間長と実所要時間より求め記入する。 

36．孔径、孔壁保護 

孔径、孔壁保護については、掘削候径およびケーシング、セメンテーション等の孔壁

保護等を行ったとき、方法名と区間深度を記入する。 

37．コアチューブ、ビット 

コアチューブ、ビットについては使用したコアチューブ、ビットの種類を区間深度と

併記する。 

38．給圧 

給圧は、掘進時の給圧について記入する。 

39．回転数 

回転数は、掘進時の回転数について記入する。 

40．送水圧 

送水圧は、掘進時の送水圧について記入する。 

41．送水量 

送水量は、掘進時の送水量について記入する。また、掘削水の種類（清水、泥水、そ

の他、および無水）について記入する。 

42．排水量 

排水量は、掘進時の排水量を記入するもので、送水量、逸水量、湧水量の総和となる。 
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２．土質ボーリング柱状図 

 主として土地地盤に対して行われるボーリング調査において作成する柱状図は図－２に

示すものを標準とし、その記入要領は次による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―２ 土質調査用ボーリング柱状図様式 
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土質ボーリング柱状図記入要領 
１．調査名 

調査名を発注業務名にそって記入する。 

２．事業・工事名 

事業・工事名を例えば市道○○線△△橋梁建設工事、○○川△△水門建設工事のよう

に記入する。 

３．ボーリングＮｏ． 

ボーリング№は、地質調査資料整理要領に従って記入するものである。 

４．ボーリング名 

ボーリング名を調査現場における一連番号等によって例えば下記のように系統的に記

入する。 

   Ｂ－１、Ｂ－２、……。 

 既に調査実績のある現場については、それまでの記名方法に従う。 

５．調査位置、緯度、経度 

調査位置については、調査現場の地名について福井市○○町、番地を記入する。また、

国土地理院１／25000 地形図より、孔口の緯度・経度を 1 秒単位まで求め記入する。な

お、国土基本図、その他の大縮尺地形図等があればそれをもとに１／10秒単位まで記入

する。 

６．発注期間 

発注機関は、福井市○○部○○課 電話○○○のように記入する。 

７．調査期間 

調査期間は、調査業務の開始から終了までの期日を記入する。 

８．調査業者名 

調査業者名、主任技師、現場代理人、コア鑑定者、ボーリング責任者を記入する。 

９．孔口標高 

孔口標高を測量結果に基づきＴ．Ｐ．で１／100ｍ単位まで記入する。 

10．総掘進長 

総掘進長は、調査対象となるボーリング区間長を１／100ｍ単位まで記入する。 

11．角度 

角度は、鉛直線となす角度を下の例によって記入する。 

        

鉛直下方ボーリング     下方斜めボーリング    上方斜めボーリング 

上 

180°

  0° 

下

90° 

上 

180°

上 

180°

30° 

150° 

90° 90° 

  0° 

下
  0° 

下
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12．方向 

方向については、斜めボーリングのとき記入し、掘進の方向を真北より右回り 360°

方位法で下の例のように示す。 

 

 

 

 

13．地盤勾配 

地盤勾配は、下方ボーリングのみ記入し、孔口を中心に斜面上下方向各々５ｍ程度の

範囲の平均勾配を下の例のように記入する。 

 

 

 

 

14．使用機種 

使用機種については、試錐機、エンジン、ポンプのメーカー名、型式記号、能力につ

いて記入する。ハンマー落下用具は、トンビ、コーンプーリーまたは自動落下の区別を

記入する。 

15．標尺 

標尺は、孔口を起点に、１ｍごとに記入する。縮尺は１／100を原則とする。 

16．標高 

標高については、19．柱状図および土質区分の土質区分境界ごとにその絶対標高を記

入する。斜めボーリングについても絶対標高を求め記入する。 

17．深度 

深度については、土質区分ごとにその孔口からの距離をもとに記入する。 

18．層厚 

層厚は、土質区分ごとの区間長を記入する。 

19．柱状図および土質区分 

柱状図および土質区分は日本統一土質分類（表－1 に抜粋を示す）を基調に下図のよ

うに記入する。 

北 

0° 

90°東 西270° 

180°

南 

230° 

水平 0°

90°

南 

30° 
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① 土質については第１分類によって記入し、必要に応じて例えば次のように第２分類との組合せ

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

② 互層については、おおよその構成比によって欄を縦割りにし、次の例のように記入する。 

 

 

 

③ 特殊土、岩盤、玉石については、第３分類によって記入する。 

④ 表土、埋土、廃棄物については、第３分類を用いて記入し、記事の欄に土質材料等を記載する。 

なお、下記の区分は肉眼判定で行う場合を示したものであり、粒度試験を実施したとき

はその結果に基づき日本統一分類に従って記入し図模様は下記を参考にする。 

 

土質柱状図記号 

区

分 
分類名 図模様 

区

分 
分類名 図模様 

区

分 
分類名 図模様 

礫(G) 
 

砂質(S) 
 

硬岩（HR） 
 

礫質土（GF） 
 

シルト質（M） 
 

中 硬 岩

（MR）  

砂(S) 
 

粘土質（C） 
 

岩 

壁 

軟 岩 、 風 化 岩

（WR）  

砂質土(SF) 
 

有機質（O） 
 

岩 

石 

材 

料 

玉石（B） 
 

シルト(M) 
 

火山灰質（V） 
 

浮石（軽石）

（Pm）  

粘性土（C） 
 

玉石混り(-B) 
 

シラス(Si) 
 

有機質土(O) 
 

砂利、礫混り(-G) 
 

スコリア（Sc） 
 

火山灰質粘性土

(V)  
砂混り(-S) 

 
火山灰（VA）  

土 

質 

材 

料 

高有機質土（腐植土）

(Pt)  

 

シルト混り(-M) 
 

ローム（Lm）  

    粘土混り(-C) 
 

黒ホク（Kb） 
 

 
 

  
有機質土混り（－O） 

 

特 

殊 

土 

材 

料 

マサ（WG） 
 

    火山灰混り(-V) 
 

表土（Ss） 
 

 
 

  

補 

助 

記 

号 

貝殻混り(-Sh) 
 

 

埋土（FI） 
 

        廃棄物（W） 
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表－１ 土質名とその定義または説明、ならびに工学的分類体系との対応 

簡易 

分類名 
土質名 定義又は説明 工学的分類体系との対応 

レキ 

粗レキ 

中レキ 

細レキ 

砂レキ 

５
％
未
満 

 

細
粒
分
が 

ほとんどのレキが２～75㎜の場合 

〃    20～75㎜の場合 

〃    ５～20㎜の場合 

〃    ２～５㎜の場合 

かなりの砂分を含むレキ 

（Ｇ） 

レ 
 

キ 

シルト      レキ 

粘土       粗レキ 

有機  まじり  中レキ 

火山灰      細レキ 

砂レキ 

15
％
未
満 

５
％
以
上 

細
粒
分
が 

細粒分がシルト｛Ｍ｝ 

〃  粘土性｛Ｃ｝ 

〃  有機質土｛Ｏ｝ 

〃  火山灰質粘性土｛Ｖ｝ 

(Ｇ-Ｍ) 

(Ｇ-Ｃ) 

(Ｇ-Ｏ) 

(Ｇ-Ｖ) 

(Ｇ-Ｆ) 

{Ｇ} 

レ
キ
質
土 

シルト      レキ 

粘土       粗レキ 

有機   質   中レキ 

火山灰      細レキ 

砂レキ 

50
％
未
満 

15
％
以
上 

細
粒
分
が 

〃  シルト｛Ｍ｝ 

〃  粘土性｛Ｃ｝ 

〃  有機質土｛Ｏ｝ 

〃  火山灰質粘性土｛Ｖ｝ 

（ＧＭ） 

（ＧＣ） 

（ＧＯ） 

（ＧＶ） 

{Ｇ

Ｆ} 

Ｇ 

レキまじり砂 

砂 

粗砂 

細砂 

５
％
未
満 

 

細
粒
分
が 

レキを含む砂 

ほとんどが74μから2.0㎜の場合 

〃   0.42㎜から2.0㎜の場合 

〃   74μから0.42㎜の場合 

（Ｓ） 

砂 

シルト      砂 

粘土 

有機  まじり  細砂 

火山灰 

粗砂 

15
％
未
満 

５
％
以
上 

細
粒
分
が 

細粒分がシルト｛Ｍ｝ 

〃  粘土性｛Ｃ｝ 

〃  有機質土｛Ｏ｝ 

〃  火山灰質粘性土｛Ｖ｝ 

(Ｓ-Ｍ) 

(Ｓ-Ｃ) 

(Ｓ-Ｏ) 

(Ｓ-Ｖ) 

(S-F) 

{Ｓ} 

粘
質
土 

シルト      砂 

粘土 

有機   質   細砂 

火山灰 

粗砂 

50
％
未
満 

15
％
以
上 

細
粒
分
が 

〃  シルト｛Ｍ｝ 

〃  粘土性｛Ｃ｝ 

〃  有機質土｛Ｏ｝ 

〃  火山灰質粘性土｛Ｖ｝ 

（ＳＭ） 

（ＳＣ） 

（ＳＯ） 

（ＳＶ） 

｛Ｓ

Ｆ｝ 

Ｓ 

シ
ル
ト 

シルト 

砂質シルト 

塑性ひもがもろく、ダイレイタンシ

ー現象が顕著で、乾燥強さが低い 
｛Ｍ｝  

砂質粘土 
塑性ひも試験におけるタフネスが中

くらい 
（ＣＬ） 

シルト質粘土 

粘
性
土 

粘土 

塑性ひもは非常にねばり強く、乾燥

強さが非常に高い 
（ＣＨ） 

{Ｃ} 

有機質シルト 

有機質シルト粘土 

有機質砂質粘土 

黒色、暗色で、有機臭がある有機質

シルトまたは有機質粘土質 
（ＯＬ） 有

機
質
土 有機質粘土 黒色、暗色で、有機臭がある粘土 （ＯＨ） 

黒ボク、関東ローム（黒色）

など 

黒色、暗色で、有機臭がある火山灰

粘性土 
（ＯＶ） 

{Ｏ} 

Ｆ 

火
山
灰
質 

粘
性
土 灰土、関東ロームなど 

各地のローム 

細
粒
分
が
50
％
以
上 

火山灰質粘性土でＷＬ＜80 

〃    ＷＬ≦80 

（ＶＨ１） 

（ＶＨ２） 
{Ｖ}  

高
有
機
質
土 

ビート、泥炭など 

黒泥など 

繊維質の高有機質土 

分解の進んだ高有機質土 

（Ｐｔ） 

（Ｍｋ） 
{Ｐｔ} 
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20．色調 

色調については、明るい自然光の中で、湿潤状態で観察する。表現に用いる色は「黒、

茶、赤、橙、黄、緑、青、紫、灰、白」を基本色とし、基本色以外は基本色の組合せ（原

則として2色）とする。基本色の組合せは主色の前に従色を冠する（例：青緑色…青－

従色、緑－主色）。また、必要に応じて「濃」および「淡」の形容詞をつけるとともに、

黒みを帯びる時は「暗」の形容詞をつける。従色が特に微弱な時は「帯」の形容詞をつ

ける。礫岩などの雑多な色を呈する時は、何色と何色の「雑色」、色が混じっている時

は何色と何色の「斑色」とする。 

21．相対密度および相対稠度 

相対密度および相対稠度は、下を参考に記入する。 

 

 

砂地盤の相対密度の表現法 

相対密度 Ｎ値 

非常に緩い ０～４ 

緩い ４～10 

中ぐらい 10～30 

密な 30～50 

非常に密な 50以上 

 

 

細粒土の相対稠度区分と状態表現（ＡＳＴＭ Ｄ 2488参考） 

状態表現 
現場における判別方法 

（原位置土に対する親指試験） 

軟らかい 親指をたやすく押し込める 

中位 かなり力を入れないと親指は押し込めない 

硬い 
親指でへこませることはできるが、親指を貫入させる

には大きな力を要する 

非常に硬い 親指の爪はたやすく入る 

固結した 親指の爪も入らない 

 

22．記事 

記事については、沖積層、洪積層等の地質年代的区分、表土、崖錘堆積物、段丘堆積

物、火山噴出物、土石流堆積物、泥流堆積物、風化岩等の成因的区分、および粒土構成、

礫の形態、腐食質、貝化石、含水状態等の特徴について、ならびに掘進作業における特

記事項について記入する。 

23．空欄 

空欄については、その他の組織的に区分し記載する事項があればそれについて記入す

る。 

24．孔内水位 

孔内水位については、毎日の作業開始時の孔内水位を記入する。測定月日を併記する。 

25．標準貫入試験 
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標準貫入試験については、深度、10㎝毎の打撃回数および打撃回数／貫入量を記入す

る。Ｎ値については、折れ線グラフを用いて表し、数値を併記する。 

26．原位置試験 

原位置試験については、物理検層、孔内載荷試験等の試験について、試験深度、試験

名、および試験結果を記入する。 

27．試料採取 

試料採取については、採取深度、試料番号、採取方法について記入する。 

28．室内試験 

室内試験については比重試験、含水量試験、粒度試験、コンシステンシー試験、圧密

試験、三軸圧縮試験等の室内試験を行ったものについて、その試験名、試験番号および

区間深度を記入する。 

29．掘進月日 

掘進月日は、日ごとの掘進区間を記入する。 

 

３．コアの取り扱い・保管 

ここでは、岩盤ボーリングにおけるコアの取り扱い・保管法について示す。 

岩盤ボーリングコアはφ50 ㎜で採取されることが多いので、以下に示すのは、φ50

㎜の例である。その他の大きさのものは、寸法、重量等を考慮して、φ50㎜の場合を準

用する。また土質ボーリングについても、以下に述べるもので、適用できるものは準用

する。 

 

１．コア箱 

（１）コア箱は、内寸法で長さ103㎝とし、長さ100㎝のコア５本を収納できるものとする。 

（２）コア箱の記載は次のようにする。（図―３参照） 

①フタの表 

調査名、ボーリング名、コア箱番号、区間深度、調査期間、調査業者名を

記入する。 

②フタの裏 

ボーリング名、コア箱番号、区間深度を記入する。また調査サイトにおけ

るボーリング位置図等を入れるのが望ましい。 

③箱の側面 

ボーリング名、コア箱番号、区間深度を記入する。 

④コア箱の縁板および深度記入板 

コア箱の縁板にコア箱の内寸法を10等分した目盛りを入れる。また、ボー

リング名、コア箱番号、区間深度および標高を記入する。深度記入板には１

掘進長ごとの掘進深度を記入する。また、岩石試験等に利用するために、コ

アを抜き取ったときは、そのコア深度とサンプル番号を表示する。 

⑤仕切板 

コア箱の内寸法を10等分した目盛りを入れる。 

（３）材質その他 
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①材質は、合板またはプラスチック製とし、金具等も含め十分強度を有するも

のとする。 

②コア箱の両端側面に、木片または掘り込み等を設けて取っ手を付ける。 

③コア箱のフタは、フタとコアとのすき間を小さくするため、箱状でなく一枚

板とするのが望ましい。 

２．コア採取とコアの収納 

（１）掘進、コア採取にあたっては、慎重を期し、コアの破損、変形を防ぎ、採取率の向上を計る。 

（２）コアチューブよりサンプルを出すときは、長いといにあけ、正しく配列したのちコア箱に収

納する。このとき、コアをたたいたり折ったりして、破損等をしないようにする。 

（３）連続コアでコア箱に収納できないものは、電動カッターで切断して入れる。 

（４）コアチューブ引き上げごとに深度記入板を入れ、引き上げ単位を明示しておく。深度記入板

は、釘で仕切板に固定しておく。 

（５）スレーキングを生じるような軟岩で、室内試験等に供する必要があるときは塩化ビニールま

たはアクリルチューブ等に入れ、ビニール袋に封入するなどの処理が必要である。 

３．コアの写真 

（１）コアの写真は、コア収納後できるだけ速やかに撮影する。そのときは、コアは、湿潤状態で

コア箱に垂直方向とし、カラーチャートを添え好ましい露出条件とする。 

（２）コア写真は、例えば（図―４）のように、コア写真の縮尺に合うように電子複写等で縮尺を

調整した柱状図の一部に貼布すると、コア状況と記載との対比ができ便利である。 

４．コアの保管 

事業、工事等の性格によっては、地質調査は長期にわたり、また施工、管理段階に

おいても調査の再検討の必要性が出てくる場合もある。このようなことから、各々の事

業、工事等の性格を考慮した上で、コアの保管を行う。コア箱は湿気等で老朽したりし

ないよう、また必要に応じて容易にコア箱を出し、観察できるよう、棚などを使って倉

庫等に保管しておくのが望ましい。 
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① フタの表 
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図－３ コア箱記入例 
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